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本の修理ボランティア
代 表 三 木　愼 一

毎
週
金
曜
日
の
午
前
十
時
前
に
な

る
と
、
中
央
図
書
館
集
会
室
に
三
々

五
々
、
老
（
若
）
男
女
が
集
ま
っ
て
く

る
。
サ
ー
ク
ル
の
名
は
「
本
の
修
理
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」。
図
書
館
の
傷
ん
だ
本

の
修
理
を
す
る
の
で
あ
る
。
現
在
メ
ン

バ
ー
は
約
二
十
名
。
家
事
、
体
調
を
優

先
す
る
の
で
顔
ぶ
れ
は
そ
の
都
度
入
れ

替
わ
る
が
い
つ
も
十
名
を
切
る
こ
と
は

な
い
。
作
業
の
内
容
は
至
っ
て
シ
ン
プ

ル
、
傷
ん
だ
本
を
で
き
る
限
り
原
状
復

帰
さ
せ
る
の
で
あ
る
。「
汚
れ
」「
破
れ
」

「
ペ
ー
ジ
外
れ
」「
綴
じ
糸
の
緩
み
」

「
表
紙
の
外
れ
」な
ど
を
糊
、テ
ー
プ
、

糸
で
修
理
す
る
。
一
時
間
程
で
習
得
で

き
る
も
の
か
ら
多
少
技
術
を
要
す
る
も

の
ま
で
メ
ン
バ
ー
が
自
己
判
定
の
習
熟

度
に
応
じ
て
修
理
に
取
り
組
む
。
世
間

話
で
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、
適
度
に
ベ

テ
ラ
ン
が
指
導
し
て
く
れ
る
の
で
皆
さ

ん
上
達
は
早
い
。
毎
回
、
百
五
十
冊
～

二
百
冊
の
修
理
を
こ
な
し
て
い
る
。
修

理
に
回
っ
て
く
る
傷
ん
だ
本
は
、
そ
れ

だ
け
多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
た
と
い
う

証
で
あ
り
、
い
わ
ば
名
誉
の
負
傷
で
あ

る
。
時
に
は
児
童
書
、
絵
本
な
ど
の
中

に
我
が
子
の
幼
き
日
に
読
み
聞
か
せ
た

ロ
ン
グ
ラ
ン
本
も
あ
る
。
こ
う
し
た
本

に
出
会
う
と
懐
か
し
く
て
修
理
の
手
に

も
お
の
ず
と
力
が
入
る
。

参
加
の
動
機
は
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ

で
あ
る
が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
皆
さ

ん
「
本
好
き
」
で
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

私
は
リ
タ
イ
ア
し
た
年
に
仲
間
に
入
れ

て
も
ら
い
八
年
目
の
修
行
半
ば
で
あ
る

が
、
修
理
の
際
に
綺
麗
な
装
丁
の
本
に

出
会
う
こ
と
を
一
つ
の
楽
し
み
に
し
て

い
る
。
昨
今
、
電
子
書
籍
が
潮
流
を
成

し
て
い
る
向
き
も
あ
る
が
、
装
丁
の
美

し
さ
は
紙
の
本
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ

ろ
う
。

ま
た
、
和
や
か
な
雰
囲
気
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
こ
の
サ
ー
ク
ル
に
は
一
つ

の
特
徴
が
有
り
私
は
大
変
好
ま
し
く

思
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
会
が
使

う
作
業
道
具
に
、
焼
き
鳥
の
竹
串
、
カ

メ
ラ
フ
ィ
ル
ム
の
空
き
ケ
ー
ス
、
豆
腐

の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ケ
ー
ス
な
ど
廃
品

を
再
活
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
サ
ー
ク
ル
発
足
以
来
受
け
継
い
で

い
る
伝
統
で
あ
り
、こ
の〝
つ
ま
し
さ
〟

が
〝
本
の
修
理
〟
と
い
う
作
業
と
ピ
タ

リ
と
似
合
う
の
で
あ
る
。

図
書
館
の
本
の
修
理
を
手
伝
う
よ

う
に
な
っ
て
十
八
年
目
に
な
る
今
年
四

月
、
京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
か

ら
功
労
者
（
団
体
）
表
彰
を
受
け
た
。

予
期
せ
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
が
活
動
の
励
み

に
な
る
嬉
し
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
紙
の
本
が
続
く
限
り
、
新
た
な
メ

ン
バ
ー
を
迎
え
な
が
ら
、
こ
の
サ
ー
ク
ル

が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

本の修理の愉しみ
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上半期上半期

20
13年

度

20
13年

度

これだ!!
ベストリー

ダー
これだ!!

ベストリー
ダーは

わせみん

文学ベスト10

著者別ランキング

新
参
者　

東
野
圭
吾

木
槿
ノ
賦　

佐
伯
泰
英

置
か
れ
た
場
所
で
咲
き
な
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
和
子

「
空
腹
」が
人
を
健
康
に
す
る

南
雲
吉
則

医
者
に
殺
さ
れ
な
い
₄₇
の
心
得近藤

誠

聞
く
力　

阿
川
佐
和
子

『
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
』シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　

原
ゆ
た
か

ジ
ャ
コ
の
お
菓
子
な
学
校

ラ
ッ
シ
ェ
ル　

オ
ス
フ
ァ
テ
ー
ル

な
み
だ
ひ
っ
こ
ん
で
ろ

　
　
　
　
　
　
　

岩
瀬
成
子

拉
致
と
決
断　

蓮
池
薫

ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
蹟

　
　
　
　
　
　
　

東
野
圭
吾

流
星
の
絆　

東
野
圭
吾

赤
い
指　

東
野
圭
吾

₆₄　

横
山
秀
夫

告　

白　

奏
か
な
え

春
霞
ノ
乱　

佐
伯
泰
英

カ
ッ
コ
ウ
の
卵
は
誰
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　

東
野
圭
吾

容
疑
者
Ｘ
の
献
身　

東
野
圭
吾

１２

２

２

２

４

４

４

５

５

５

５

５

６８８８ ７ ３

３

３

３

３

一般書文学でベストテン入りしたのは、日本の小説、推理・サス
ペンス、しかも圧倒的に東野圭吾に人気があるようです。
また、佐伯泰英の時代小説では「居眠り磐音江戸双紙」シリー
ズが人気です。

★さて、残る半期でベストテン入りを果たす図書はあるでしょうか。★

児童文学で堂 １々位を占めるのは、“か
いけつゾロリ”シリーズ。奇想天外なストー
リー展開が子どもたちにウケています。
えほん・よみものともに上半期では、夏休
み課題図書が貸出回数をのばしました。
それ以外のえほんでは、“バーバパパ”シ
リーズが人気を博しました。

文学以外ベスト５

えほんベスト５ よみものベスト５

心
を
整
え
る
。　

長
谷
部
誠

く
り
ぃ
む
パ
ン　

濱
野
京
子

『
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
』シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　

Ｊ
．
Ｋ
．
ロ
ー
リ
ン
グ

１

１

１

えほんベスト５ よみものベスト５児童書 児童書

一般書

一般書

一般書

佐　伯　泰　英

西　村　京太郎

東　野　圭　吾

鳥　羽　　　亮

内　田　康　夫

１

２

３

４

５

3,576 回

3,127 回

2,255 回

2,189 回

1,983 回
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＊
今
日
は
よ
う
こ
そ
中
央
図
書
館
へ
お
こ
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
中
央
図
書
館
の
印
象
は

い
か
が
で
す
か
？

本
が
い
っ
ぱ
い
！
雑
誌
も
い
ろ

ん
な
種
類
を
置
い
て
い
る
の

ね
。
源
氏
物
語
関
連
資
料
の

コ
ー
ナ
ー
に
…
こ
こ
は
紫
式
部
文
学
賞
の

受
賞
作
品
の
コ
ー
ナ
ー
ね
。
私
は
今
『
東

O
オ ー パ ッ ク

PACの裏ワザ

図１「大人用 OPAC 検索」画面

図 2「詳細検索」画面

みなさん、図書館にあるOPAC注１は、お使いいただいてい
ますか？多くの方は、OPACで本を探される場合、１番上に
あるキーワード検索で、本の名前を入れて検索することが多い
と思います（図１）。でも、「げんじものがたり」とかで検索す
ると、とってもたくさんの本がでてきて、そこから探すのが大
変ですよね。著者名がわかっている場合には、上から２番目の
「詳細検索」を選んで、例えば、瀬戸内寂聴さんの源氏物語な
ら、「書名 /タイトル」に「げんじもの注２」、「著者名」欄に「せ
とうち」と、２つ入力して検索してみてください（図２)。する
と、「書名 /タイトル」が「げんじもの」で、かつ、「著者名」
が「せとうち」さんの本だけを絞り込んで検索することができ
ます。
OPACのちょっとした裏ワザでした。

図書館へようこそ

利用者に インタビュー

第 51 回

ち は や 姫

ちはや姫

宇治市宣伝大使

京
プ
リ
ズ
ン
』
を
読
ん
で
い
る
の
よ
。

＊
ち
は
や
姫
の
名
前
の
“
ち
は
や
（
ぶ
る
）”

に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
か
？

“
神
”
だ
け
で
な
く
“
う
ぢ
（
宇

治
）”
に
か
か
る
枕
詞
で
「
勢
い

が
強
い
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
の

よ
。
こ
れ
か
ら
図
書
館
も
ど
ん
ど
ん
勢
い

を
増
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
わ
。

＊
こ
れ
は
何
か
分
り
ま
す
か
？

知
っ
て
い
る
わ
。
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で

し
ょ
。「
ち
は
や
」
で
検
索
を
し

た
ら
…
あ
ら
８
件
も
。『
ち
は
や

と
覚
え
る
百
人
一
首
』
な
ん
て
面
白
そ
う

ね
。
借
り
て
帰
ろ
う
か
し
ら
？

＊
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
今
、
貸

出
中
で
す
。
予
約
リ
ク
エ
ス
ト
申
込
書
を
書

い
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
返
っ
て
き
た
と
き
に

ご
連
絡
で
き
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
？

で
は
お
願
い
す
る
わ
。

＊
承
知
い
た
し
ま
し
た
。
用
意
が
で
き
ま
し

た
ら
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。
今
日
は
お
忙
し

い
中
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ OPACで検索中

注１“オーパック”と読む。本や雑誌などを探すための機械（システム）
の名前。

注２ 書名が長い場合、全タイトルを入力しなくても検索は可能です。
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田
辺
聖
子
さ
ん
、
と
言
え
ば
図
書

館
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
な

じ
み
深
い
作
家
だ
ろ
う
。

自
立
す
る
女
性
の
心
理
を
巧
み
に

描
い
た
「
言
い
寄
る
」
に
代
表
さ
れ

る
創
作
作
品
は
も
と
よ
り
、「
新
源
氏

物
語
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
古
典
文
学
の

翻
案
、
与
謝
野
晶
子
な
ど
先
輩
作
家

の
評
伝
、
さ
ら
に
は
「
蜻
蛉
日
記
」

「
今
昔
物
語
」
な
ど
古
典
文
学
の
魅

力
や
、
夫
で
あ
る
「
カ
モ
カ
の
お
っ

ち
ゃ
ん
」
は
じ
め
身
近
な
人
び
と
と

の
交
流
を
描
く
エ
ッ
セ
イ
な
ど
、
多

彩
な
作
品
群
に
よ
り
、
年
齢
・
性
別

を
問
わ
ず
、
幅
広
い
読
者
を
獲
得
し

て
い
る
。

み
ず
か
ら
の
生
い
立
ち
を
語

る
、
自
伝
的
な
作
品
群
も
充
実
。

二
〇
〇
六
年
十
月
か
ら
半
年
に
わ
た

り
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
芋
た
こ
な
ん
き
ん
」
が
記
憶

に
あ
た
ら
し
い
。
そ
の
原
作
の
ひ
と

つ
が
『
田
辺
写
真
館
が
見
た
“
昭

和
”』。
大
阪
市
福
島
区
の
電
車
通
り

に
あ
っ
た
田
辺
写
真
館
に
暮
ら
し
集

う
人
び
と
を
、
昭
和
前
期
と
い
う
時

代
と
と
も
に
描
き
出
す
。

写
真
業
は
明
治
末
期
、
祖
父
の
代

か
ら
と
い
う
。
そ
の
頃
の
写
真
は
日

光
焼
き
で
、
雨
が
続
け
ば
商
売
は
あ

が
っ
た
り
。「
写
真
屋
殺
す
に
ゃ
刃
物

は
要
ら
ぬ
、
雨
の
十
日
も
降
れ
ば
よ

い
」
と
う
た
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
大

正
時
代
に
な
り
宇
治
川
電
気
・
大
阪

電
燈
な
ど
に
よ
り
電
力
の
供
給
が
安

定
す
る
と
、
写
真
の
焼
き
付
け
に
電

気
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の

日
の
天
気
に
一
喜
一
憂
す
る
心
配
は

な
く
な
り
、
写
真
業
界
は
い
ず
こ
も

大
繁
盛
。
田
辺
さ
ん
が
生
ま
れ
育
っ

た
写
真
館
の
設
立
に
は
、
宇
治
川
で

作
ら
れ
た
電
気
が
多
い
に
貢
献
し
た

の
で
あ
る
。

そ
ん
な
宇
治
川
電
気
が
、
今
も
現

役
の
宇
治
発
電
所
か
ら
送
電
を
開
始

し
た
の
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

の
こ
と
で
、
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年

前
だ
。
歴
史
資
料
館
で
は
こ
れ
を
記

念
し
、
特
別
展
「
宇
治
電
―
水
力
の

時
代
へ
」
を
開
催
（
九
月
二
八
日
～

一
一
月
一
七
日
）。明
治
の
巨
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
全
貌
を
紹
介
す
る
。

さ
て
後
年
、
田
辺
さ
ん
が
紫
式
部

女
流
文
学
賞
の
選
考
委
員
に
就
任
さ

れ
た
の
も
、
何
か
の
ご
縁
だ
ろ
う

か
。
宇
治
ゆ
か
り
の
作
品
は
や
は
り

源
氏
物
語
関
係
が
多
く
、『
新
源
治
物

語　

霧
ふ
か
き
宇
治
の
恋
』『
田
辺
聖

子
の
源
氏
が
た
り　

宇
治
十
帖
』
な

ど
。
開
館
ま
も
な
い
時
期
の
源
氏
物

語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
訪
問
記
「
宇
治
の

川
霧
」
は
、『
ほ
っ
こ
り
ぽ
く
ぽ
く
上

方
さ
ん
ぽ
』
に
収
録
さ
れ
る
。
宇
治

市
図
書
館
が
所
蔵
す
る
田
辺
さ
ん
の

著
作
は
二
百
冊
以
上
。
お
好
き
な
も

の
か
ら
ど
う
ぞ
。

（
れ
き
し
・
こ
じ
ま
）

各
図
書
館
は
、
改
修
工
事
の
た
め
左

記
の
日
程
で
休
館
し
ま
す
。期
間
中
は
、

臨
時
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

中
央
図
書
館 

H26 

1/5
～
２
月
上
旬

西
宇
治
図
書
館 

H26 

２
月
上
旬
～
３
月
上
旬

東
宇
治
図
書
館 

H26 

1/5
～
３
月
上
旬

田
辺
写
真
館
と

　
　
宇
治
川
電
気

・
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
に
通
勤
・
通
学

さ
れ
て
い
る
方
な
ら
、
貸
出
券
を
作
る
こ
と

で
一
人
十
冊
三
週
間
、本
が
借
り
ら
れ
ま
す
。

貸
出
券
は
全
館
共
通
で
す
。
図
書
館
で
借
り

た
本
は
市
内
の
ど
こ
の
図
書
館
へ
も
返
却
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
図
書
館
は
九
時
か
ら
十
七
時
ま
で
開
館
し
て

い
ま
す
。
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
、
第
四
木

曜
日
（
い
ず
れ
も
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
、

祝
日
の
翌
日
（
土
・
日
曜
日
の
場
合
は
平
日

に
振
替
）、年
末
年
始
、蔵
書
点
検
期
間
で
す
。

・
予
約
さ
れ
た
本
を
市
内
五
カ
所
の
施
設
（
木

幡
公
民
館
、槇
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

南
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
開
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
京
都
文
教
大
学
図
書
館
）

で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
原
則
週
一

回
、
木
曜
日
の
午
後
に
搬
送
し
ま
す
。

・
図
書
館
で
借
り
た
本
は
右
記
の
五
カ
所
の
施

設
へ
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

竣工まもない頃の宇治発電所 今も現役
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